計測工学（5M専門科目）
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科目名：計測工学（英文科目名：Instrumentation）

　　　　2単位　選択　機械工学科５年　通年　

担当教官：三田純義　（居室：機械工学科棟２階）

　　　　　Tel: 0285-20-2203    E-mail: mita@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

　　１．実験や工学的な評価の視点から測定値の処理について理解する。

　　２．計測器の構成と特性の関連について理解する。

　　３．物理や工学の基礎との関連で各種機械量の計測法を理解する。

達成目標：

　　１．測定値を評価できる。

　　２．計測器の構成と特性を説明できる。

　　３．各種の機械量の計測法を説明できる。

プログラムの学習・教育目標： (A)

JABEE基準1の（1）との関係： (d), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：佐藤泰彦：最新工業計測、共立出版（2002）

参考書：

１．佐藤　朗：計測概論、コロナ社（）

２．土屋喜一：大学課程　計測工学、オーム社（2002）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　　１．計測の基礎－（１週）

　　２．計測の誤差と精度－（２週）

　　３．測定値の取り扱い－（２週）

　　４．実験と実験式の求め方－（２週）

　　［前期中間試験］

　　５．計測器の構成、測定量の検出、変換－（２週）

　　６．測定量の拡大、指示、記録－（２週）

　　７．計測器の動特性－（３週）

　　［前期末試験］

　　８．寸法の計測－（３週）

　　９．質量、力の計測－（２週）

　　１０．時間、回転数の計測－（２週）

　　［後期中間試験］

　　１１．圧力、流量の計測－（２週）

　　１２．温度、湿度の計測－（２週）

　　１３．コンピュータと計測のシステム－（２週）

　　１４．計測と自動制御－（１週）

　　［学年末試験］

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　つぎの２項目の加重平均によって評価する。

　　１．定期試験（８０％）

　　２．課題レポート（２０％）　　

連絡事項：

　　１．演示実験を取り入れ、機械計測について重点的に指導する。

　　２．計測は機械工学のすべての専門科目と関連するので、計測に関する基礎に重点を置く。

　　３．授業中の演習は確実に理解すること。
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